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同性婚について （ I ）

子孫が途絶えて人類が滅亡する ” などと
言っている人でも、自分の子どもがカミン
グアウト（同性愛者である告白）をすれば、
人類云々の話ではなくて、個々の人間・人
生の問題として考えねばならなくなると
いうことです。

さて、そこで、紙幅の都合で、途中の説
明・議論（性の多様性、同性愛者の受難の
歴史や現況等）を飛ばして、一人称的立場

（筆者の周りには該当者はいないのであく
まで想定ですが…）で同性婚について述べ
ますと、同性婚は、性的指向が違う以外は
異性婚と何ら変わることはない。つまり、
自然に反する行為であるとは考えないと
いうことです。

例えば、世の中には、かなりふくよかな
女性（男性）が好きだという男性（女性）
がいます。しかし、その人に対して、“ そ
んな相手を好きになるのはおかしい。人間
は皆スラッとしたスタイルの人を好きに
なるべきだ ” とか、“ そんな太った人を好
きになるのは病的だ。精神的や身体的にど
こかに異常がある ”、あるいは “ それは、
育った家庭環境や教育に問題がある ” など
とは言いません。その場合の「ふくよかな
相手」という対象が同性者（男・女）と入
れ替わるだけで、単に人の好みの違いに過
ぎないというのが、まずは同性婚の一人称
的な考え方だといえるでしょう。

これに対して世界・宗教界の対応は、先
述の牧師まで同性愛者という状況から、見
つかれば死刑という宗団（国）まで様々で
す。しかし、その中でも、徐々に法的に同
性婚を認める国や地域（米国では州ごとに
違う）などが増えてきており、本教内でも
同性間の結婚についての意見が求められ
るようになっているのです。

５年ほど以前の話。当時カリフォルニ
ア州バークレーの神学・大学院連合に留
学していた息子が、“ ここでは、友達の３
割くらいはゲイ（同性愛者）で、牧師や
先生にも少なからずいるよ ” といってき
たことがあります。しかし、その時は、「だ
から、お父さん、今時は自分の息子が『こ
の人と結婚したい』と言って連れてきた
相手が女の子だったら、それだけで一つ
の大きな選択をしているんやで…」とい
う息子の言を聞いても、それはベイ・エ
リア（サンフランシスコ湾岸地方）とい
う場所でのエピソードだとして、「それは
よう分からんこっちゃ」と苦笑いした。

ところが、５年後の今夏、アメリカ伝
道庁で開催された管内の教会長や教会後
継者等を対象にした Study Seminar に出
向いた際に、複数の受講者から、「同性婚
についてどう考えればよいのか？」とい
う質問を受けました。この問題が、ベイ・
エリアの一部の人たちの話に留まらず、
アメリカ各地の教会長さんたちも関心を
もつほどオープンな話題になってきたと
いうことのようです。

さて、そこで、この問いに筆者がどう
答えたかは次号で述べますが、この同性

（愛）婚についての意見をいう時には、そ
の視点・立場ということが先ず問題にな
ります。例えば、死について語る時には、
何人称の死としてとらえるかが問われま
すが、同性（愛）婚についても、一人称
＝当事者の立場、二人称＝当事者の身内
や近しい人の立場、三人称＝直接関わら
ない客観的な立場、そのいずれの立場に
立つかによって、話の展開が大きく異な
ることに先ず注意する必要があります。

例えば、“ 同性婚などを認めていれば、
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